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１．地震及び火山研究関連予算

１－１．予算総額（政府機関、国立研究開発法人等、国立大学法人等）

資料２
科学技術・学術審議会

測地学分科会（第３５回）

地震火山部会（第２６回）

Ｈ２９．１．１６

※災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画の実施機関における，地震火山研究予算の推移（平成７年度以降，

以下同様）。

※「補正予算等」には，予備費を含む（以下同様）。

※「当初予算」には，競争的資金，その他を含む（以下同様）。

※平成 26 年度から算出方法を見直した機関があり，過去の値と変更があるものがある（以下同様）。

※平成 28 年度分に関しては補正予算について未調査のため計上していない（以下同様）。
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地震・火山 22,3 14,5 41,4 34,7 26,1 17,8 9,88 11,3

火山 1,07 1,42 1,33 1,29 1,46 5,24 3,43 1,89 1,78 1,53 1,75 1,37 1,32 1,97

地震 24,0 12,7 12,1 12,8 10,1 12,3 21,5 14,6 13,9 15,5 14,1 26,9 18,3 20,3
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地震火山関連予算 総額 （地震・火山別）
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※平成２１年度以降は，地震と火山を合算。
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１－２．政府機関の予算

※政府機関のみ，平成 21 年度以降も地震と火山を区分して調査した。

※政府機関における地震関連予算は，地震調査研究推進本部取りまとめの「地震調査研究関係政府予算案（省庁別）

による（以下同様）。

※気象庁は，平成 26 年度より火山関係経費の積算法を一部変更している。

※国土地理院は，電子基準点測量費等を平成 23 年度より内数表記に変更

※平成 27 年度より，山梨県富士山科学研究所が参加。
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１－３．国立研究開発法人等の予算

※実施機関のうち，防災科学技術研究所，海洋研究開発機構，及び産業技術総合研究所の関連予算。

※防災科学技術研究所は平成 13 年度に独立行政法人化。

※産業技術総合研究所は平成 13 年度に通商産業省工業技術院から独立行政法人化。

※海洋研究開発機構は平成 16 年度から「海底地震総合観測システムの運用」を報告。

※平成 21 年度以降は，地震と火山を合算。

※競争的資金，委託費，及び寄附金を外部資金とする（以下同様）。
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１－４．国立大学法人等の予算

※国立大学法人等における，地震・火山関連の内部資金及び外部資金の項目別の予算。

※「その他」には，衛星テレメータの更新（平成 21 年度），災害復旧関連（平成 23 年度），平成 25 年度，

26 年度の補正予算が含まれる。

※国立大学は平成 16 年度から法人化。

※平成 21 年度から立命館大学，東海大学,平成 27 年度から東京大学大気海洋研究所が参加（以下，同様）。

※平成 21 年度以降は，地震と火山を合算。
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※平成 22 年度以降は特別経費。地震火山噴火予知研究事業費はここに含まれる。

※平成 7年度は，衛星テレメータの整備を含む。
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２．地震及び火山研究者数等

２－１．研究者総数（政府機関等、国立研究開発法人等、国立大学法人等）

※地震及び火山噴火予知のための観測研究計画の実施機関における，地震火山研究者数の推移（平成 7年度以降，以下同様）。

※平成 16 年度以降，海洋研究開発機構が，平成 21 年度以降，立命館大学，東海大学が，平成 27 年度以降，東京大学大気海洋研究所，

富士山科学研究所，道立研地質研究所が参加（以下同様）。

※国立大学法人等の大学院生は（修士課程，博士課程）を含む（以下同様）。

※海洋研究開発機構は平成 26 年度に実施課題の再編を行い、研究者の対象範囲について，一部，掘削等の研究者を除く見直しを行った

ため，研究者数が減少している（以下同様）。
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60歳以上 4 5 7 6 9 13 13 17 18 23 26 32 38 34 38 31 27 28 29 36 37 45

50～59歳 94 103 104 108 104 102 98 91 87 96 93 93 78 85 95 102 109 115 128 139 142 129

40～49歳 84 79 71 79 88 98 106 110 120 135 149 142 148 152 162 156 169 177 178 171 171 161

30～39歳 107 114 111 108 121 137 139 146 149 219 220 225 242 243 226 218 227 209 201 166 142 130

29歳以下 145 172 166 165 163 178 188 194 190 190 190 170 162 156 177 183 158 156 166 185 182 196
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２－２．政府機関等の研究者数

※平成 27 年度以降，富士山科学研究所が参加（以下同様）。

※政府機関の一般給与法における研究職の人数。

※国土地理院は平成 10 年度から研究職を設置。
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２－３．国立研究開発法人等の研究者数

※平成 16 年度以降，海洋研究開発機構が，平成 27 年度以降，北海道立地質研究所が参加（以下同様）。

※海洋研究開発機構は平成 26 年度に実施課題の再編を行い，研究者の対象範囲について．一部，掘削等の

研究者を除く見直しを行ったため，研究者数が減少している（再掲）。
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２－４．国立大学法人等の研究者数

※国立大学法人等の研究者とは，パーマネント研究者（教授，准教授，助教等），任期付き研究者（ポスドク含む），

大学院生（修士課程，博士課程）とする（以下同様）。

※平成 21 年度以降，立命館大学，東海大学が，平成 27 年度以降，東京大学大気海洋研究所が参加（以下同様）。
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大学院生 145 178 165 156 154 173 178 190 182 176 186 151 139 139 161 166 147 145 153 178 180 184

任期付き等 3 4 5 5 17 31 42 35 37 44 41 60 52 55 63 72 53 46 50 41 41 43

パーマネント 181 185 177 176 181 193 188 192 192 193 189 187 196 182 184 179 189 186 187 197 203 204
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２－５．国立大学法人等の技術職員数
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２－６．関連分野＊の研究者数

○関連分野の研究者総数

○分野別の研究者数

実施機関に所属する関連分野の研究者

＋公募研究に参加している実施機関の研究者 の総数
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※実施機関における、観測研究計

画に関連した、新規の分野融合に

よる研究者数

（大学院生を含む）。

その他、実施機関以外の公募研究

参加者が 23 名。
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３．火山関係研究人材（暫定値）

（１）火山研究者総数

（２）火山噴火予測研究者総数

研究者には、任期付き研究員、大学院生を含む

* 主に火山を研究する研究者

** 地震と火山の両方に関係する研究者

329 人 348 人

84 人
*

112 人
*

245 人
** 236 人

**

（１）の火山研究者のうち、観測点の維持・管理にも携わりながら、

火山噴火研究を実施している研究者

① 大学の研究者は、教授・准教授・講師・助教・任期付き研究員

② 大学・その他機関ともに地震と火山の両方に関係する研究者を含む

263 人※ 236 人※ 228 人※

84 人※※ 114 人※※ 134 人※※

347 人 350 人 362 人

研究者には、任期付き研究員、大学院生を含む

* 主に火山を研究する研究者

** 地震と火山の両方に関係する研究者
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